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花
火
を
楽
し
く
す
る
た
め
に

　

花
火
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
、
子

供
だ
け
で
は
や
ら
ず
、
大
人
の
監
視

の
も
と
や
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
火
用
の
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、

正
し
い
使
用
法
、
使
用
期
限
を
守
っ

て
、
や
け
ど
な
ど
の
ケ
ガ
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の

安
全
な
給
油

　

７
月
１
日
は
「
国
民
安
全
の
日
」

で
す
。
セ
ル
フ
式
給
油
ス
タ
ン
ド
で
、

ガ
ソ
リ
ン
の
継
ぎ
足
し
給
油
に
よ
り

車
の
給
油
口
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
が
溢
れ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
が
引
火
し
、
重
大
な
災

害
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

給
油
の
際
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

台
風
に
対
す
る
備
え

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
８
月
・
９
月
は
、

各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

建
物
の
補
強
や
、
避
難
場
所
の
確

認
な
ど
、
各
家
庭
で
台
風
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　

防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
る
予

報
・
警
報
に
も
耳
を
傾
け
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

救
急
事
後
事
例
研
究
会
実
施

　

５
月
15
日
当
消
防
本
部
で
、
埼
玉

医
科
大
学
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医

師
を
招
き
、
救
急
事
後
事
例
研
究
会

を
実
施
。

　

毎
月
一
回
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
検
証
を
行
い
、
日
々
高
度
化
が
求

め
ら
れ
る
救
急
に
対
応
す
る
た
め
、

救
急
隊
員
の
ほ
か
、
消
防
・
救
助
隊

員
、
一
一
九
番
受
信
係
員
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

園
児
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た

　

５
月
14
・
15
日
の
２
日
間
、
富
士

見
市
に
あ
る
当
消
防
組
合
・
消
防
訓

練
場
で
、
三
芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ

じ
み
野
市
の
幼
稚
園
と
保
育
園（
所
）

の
児
童
約
２
０
０
０
人
を
対
象
に
、

毎
年
恒
例
の
「
消
防
園
児
見
学
会
」

を
開
催
。
幼
年
期
か
ら
の
防
災
教
育

で
、
火
遊
び
や
、
花
火
な
ど
に
よ
る

火
災
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
、
今

年
で
30
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
隊
員

に
よ
る
訓
練
の
見
学
や
、
大
集
合
し

た
消
防
車
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
、

楽
し
く
防
火
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

 

は
し
ご
車
に
よ
る
救
出
訓
練
や
、

放
水
訓
練
を
見
学
し
ま
し
た
。

 

子
供
だ
け
で
の
花
火
の
危
険
性
を

訴
え
る
寸
劇
「
あ
ぶ
な
い
花
火
」

埼
玉
県
救
助
技
術
指
導
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
22
日
に
当
消
防
組
合
訓
練
場

で
、
近
隣
10
消
防
本
部
の
参
加
に
よ

り
「
埼
玉
県
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
救

助
技
術
指
導
会
」
が
実
施
さ
れ
、
技

術
の
正
確
さ
、
迅
速
さ
が
競
わ
れ
ま

し
た
。
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力

と
、
多
数
の
声
援
を
い
た
だ
き
、
日

ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
発
揮
す
る
事
が

で
き
ま
し
た

　

引
き
続
き
６
月
16
日
に
同
会
場
で

埼
玉
県
大
会
、
８
月
に
は
東
京
で
全

国
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
隊
員
一

丸
と
な
り
、
人
命
救
助
技
術
向
上
の

た
め
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

暑
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

　

声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

３
５
０
人
以
上
の
隊
員
が
、
救
助

技
術
の
訓
練
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

消
防
長
就
任
挨
拶

　

４
月
か
ら
、
消
防
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
職
責
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、

消
防
行
政
発
展
の
た
め
に
専
心
誠
意
努
力

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

管
轄
で
あ
る
三
芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ

じ
み
野
市
は
、
宅
地
開
発
に
よ
る
人
口
増

加
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
の
開
業
に
よ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
地
域
で
す
。

　

し
か
し
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
災

害
の
形
態
は
複
雑
・
多
様
化
し
、
救
急
出

場
件
数
が
増
加
す
る
な
ど
、
様
々
な
問
題

も
発
生
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
災
害
現
場
の
凄
惨
な
状
況

を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
介
し
て
多
く
の

方
が
知
る
事
が
で
き
る
た
め
、
住
民
の
皆

様
の
中
に
も
、
災
害
に
対
す
る
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
う
し
た
不
安
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
消
防
防
災

体
制
の
整
備
・
強
化
を
進
め
、
地
域
の
一
番

身
近
な
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、
住
民
の

皆
様
に
「
安
心
・
安
全
」
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
消
防
機
関
と

な
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

消防長
戸口　守

火はみてる　あなたが離れる　その時を 平成19年度全国統一防火標語

Ｑ　

救
急
車
は
、
救
急
現
場
に
到

着
後
、
す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
る
の
？

Ａ　

「
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
早
く

病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
！
」
「
か

か
り
つ
け
病
院
の
先
生
と
は
昔
か

ら
の
付
き
合
い
で
、
何
か
あ
っ
た

ら
す
ぐ
連
れ
て
来
な
さ
い
と
言
わ

れ
て
い
る
・
・
」

　

救
急
隊
員
は
病
院
に
搬
送
す
る

際
に
、
応
急
処
置
後
、
収
容
が
可

能
か
を
病
院
に
必
ず
電
話
で
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
医
療
機
関
で
は
患
者
の
様

態
の
急
変
や
ベ
ッ
ト
の
空
状
況
な

ど
、
常
に
状
況
が
変
化
し
て
お
り
、

い
つ
で
も
救
急
患
者
を
受
け
容
れ

ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

又
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
あ
っ

て
も
、
担
当
医
や
検
査
技
師
が
不

在
だ
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
が
満
床
の

場
合
、
収
容
を
断
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

救
急
隊
員
も
、
一
刻
も
早
く
病

院
へ
搬
送
し
、
傷
病
者
の
苦
痛
を

軽
減
さ
せ
た
い
気
持
で
一
杯
で
す

が
、
病
院
へ
の
収
容
が
不
確
実
な

ま
ま
で
の
搬
送
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

入間東部地区消防組合消防本部　　三芳町・富士見市・ふじみ野市
〒３５６－００５２　ふじみ野市苗間１－１３－２８ / ＴＥＬ ０４９（２６１）６０００  / ＦＡＸ ０４９（２６１）４３９５
ホームページ　http://www.irumatohbu119.jp / eメール shobo@irumatohbu119.jp
火災の問い合わせ ０４９（２６３）０１１９（テープ案内）/ 救急病院の御案内 ０４９（２６１）６０００（休日・夜間）

　平成 年３月 日入間東部地区消防組合定例議会が開催され、平成
年度予算が決まりました。
　厳しい財政状況での予算編成になりましたが、皆様からお預かりした
大切な税金を設備や資機材の整備などに使わせていただきます。
　今年度の主な事業としましては、隊員が災害活動に使用する空気ボン
ベに空気を充填する設備の整備、老朽化に伴う上福岡消防署の消防車両
の購入、同じく老朽化に伴う富士見消防署の救急車、みずほ台分署の消
防車両の購入、三芳分署のはしご車のオーバーホール、上福岡第１分団
車庫の建設、災害用バスの購入などです。

平成 年度入間東部地区消防組合予算概要

収入　2，831，225千円

千円 % 分担金及び負担金

千円 % 組合債

千円 % 繰越金

千円 % その他、諸収入

千円 % 寄付金

千円 % 使用料及び手数料

●　負担金内訳　●

　三　芳　町 千円

　富 士 見 市 千円

　ふじみ野市 千円

　＊入間東部地区消防組合は、

　三芳町・富士見市・ふじみ野市により、

　共同で運用されています。

支出　2，831，225千円

千円 % 消防費

千円 % 公債債

千円 % 諸支出金

千円 % 議会費

千円 % 総務費

千円 % 予備費

●　消防費内訳　●

　常備消防費 千円

　非常備消防費 千円

　・三芳消防団費 千円

　・三芳町消防施設費 千円

　・富士見消防団費 千円

　・富士見市消防施設費 千円

　・ふじみ野消防団費 千円

　・ふじみ野市消防施設費 千円

みんなの消防（ ） （ ）み ん な の 消 防

－入間東部地区消防組合防火標語－住み慣れた　街の安心　防火から


